
平成 23 年 6月 補正予算要求事業調書
１　予算要求事業の概要
№

1 新規 拡大 継続

款 項 目

2 1 12

番号 42 事業名

事　業
コード 1102 事業名

<目的>

<目標(平成24年度末)>
・公衆街路灯について、4,000灯のＬＥＤ化を図ります。
（しあわせ倍増プラン　平成21年度～24年度　累計4,000灯設置）

<現状(平成22年度末)>
ＬＥＤ公衆街路灯設置
・平成21年度　　1,000灯

<課題>

ＬＥＤ公衆街路灯設置
・平成23年度　　1,000灯
・平成24年度　　1,000灯（累計4,000灯）

しあわせ倍増プラン2009

・平成22年度　　1,000灯（累計2,000灯）現
状
と
課
題

目
的
・
目
標

市内照明のＬＥＤ化率全国１位を目指し
ます。(４年以内)

内
容

・公衆街路灯の設置にあたり、環境にやさしく省エネルギー型のＬＥＤ灯の設置を推進しま
す。
・主に公衆街路灯を蛍光灯からＬＥＤ灯へ交換することで、消費電力の削減を実施します。

・消費電力及び二酸化炭素排出量を削減します。

ＬＥＤ化推進事業

予算要求事業の概要

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

根拠法令・条例・規則等 交通安全対策基本法

　平成22年度実績では、交通防犯課予算だけでは、1,000灯の設置工事費がまかなえておらず、
不足分は各区まちづくり推進費の修繕費により対応しています。
　ＬＥＤ公衆街路灯の設置は、交通防犯課から各区くらし応援室へ再配当のうえ、各区で工事
を実施。修繕は、各区まちづくり推進費によって実施しており予算執行が複雑です。

ＬＥＤ公衆街路灯設置事業(交通安全施設設置及び維持管理事業)

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

会計区分

一般会計 市民・スポーツ文化局　市民生活部　交通防犯課

所管

事務事業の位置付け
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２　補正予算要求の理由と効果
　東日本大震災に伴う電力供給不足が見込まれ、電力消費の抑制が求められており、消
費電力の削減を図る必要があります。
　当初予算の1,000灯のＬＥＤ灯分に加え、補正予算分で来年度実施予定の1,000灯の
ＬＥＤ灯を設置し、夏場及び冬場の電力需要増大時に向けた消費電力の削減の拡大を図
り、交通事故防止と防犯対策を推進するため街路灯の照度を保持します。
根拠法令等

政令市：
県内他市：

対象者

３　補正前予算と補正予算要求の内容 (単位：千円）
金　額

<積算内訳>
１　ＬＥＤ公衆街路灯　91,000円×1,000灯＝91,000,000円

23 ① 一般財源 91,000

<積算内訳>
１　ＬＥＤ公衆街路灯　91,000円×1,000灯＝91,000,000円

① 一般財源 91,000

<査定内容>
6 １　ＬＥＤ公衆街路灯　91,000円×1,000灯＝91,000,000円

① 一般財源 91,000

<査定理由>

<査定内容>
１　ＬＥＤ公衆街路灯　91,000円×1,000灯＝91,000,000円

① 一般財源 91,000

<査定理由>

要求理由

効果 　平成24年度実施予定分を今年度追加実施することで、電力消費の抑制効果を増大しま
す。

区　　分

月
補
正
予
算

他市の
実施状況

効果

緊急性

実施義務

財政局長査定

財源内訳

年
度

平
成

91,000

91,000

備　　　考

補正前予算

財源内訳

補正予算要求

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、財政局原案のとおりとしまし
た。

91,000

財源内訳

市長査定

財源内訳

　公衆街路灯のＬＥＤ化を推進することにより、消費電力量の抑制効果が見込まれるため、早期実
施が必要な事業であると判断し、6月補正予算に計上することとしました。

91,000
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